
28.電線,ケーブルおよび伸銅品

ELECTRIC W】RES CABLES AND COPPER PRODUCTS
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39年度は金融引締政策により景気調整の影響をうけ,さらに電線

業界としては開放経済に対処して海外技術との競走力を培養する必

要に迫られ,企業の合理化,新技術の開発を強く要望された｡

昭和37年に着工した土浦工場の新設ほ第一期工事を完了し,新鋭

設備の稼動により伸銅品部門の合理化が実現し,無機絶縁電線は防

衛庁の規格に採用され需要増大に期待がもたれている｡引き続いて

第2期工事として銅条関係製造設備の合理化に着手している｡

また近時脚光をあびてきた架橋ポリエチレンケーブルの製造のた

めに新鋭設備が据え付けられ,量産に偉力を発揮している｡

39年度に開発された技術的成果のうち往Rされるものとしてほ,

東海道新幹線用として納入されたケーブルがあi),そのほか多くの

新製品が出現したが,これらほ夢の超特急とともに海外にまで宣伝

され,輸出伸張に貢献するところ大である｡

輸出は昨年度に引き続き好調な伸びを示している｡特にマレーシ

ア連邦からOFケーブルの大量受注で活況を宣しているが,これは

シンガポール市向けケーブルの過去2回にわたる技術がかわれたも

のである｡

アルミ被OFケーブル関係では,東海道新幹線用70kV3×250

mm2およぴ3×200mm2,ならびに東北電力株式会社納60kV3×200

mm2があり,鉛被OFケーブルとしては関西電力株式会社に記録的

大サイズ品として140kV6分割導体1×1,500mm2タロロプレソ防

食OFケーブルを納入している｡また東京電力株式会社に納入し

たOFケーブル用の定圧力給油槽は当社で開発した画期的製品で

ある｡

プチルゴム電力ケーブル関係では,東海道新幹線用に30kV500

mm2外径100mmの記録的サイズの共心ケーブルを納入した｡北

海道電力株式会社納60kVlxlOOmm2プチルゴム絶縁移動用ケー

ブルは冬期低温時の可とう性の良い点で好評を得ている｡移動用ケ

ーブルドラムについても折り返し巻き付け方式と2重回転方式を併

用した当社独特のドラムが考案され,需要家の絶賛をうけている｡

架橋ポリエチレンケーブルとしては,王子製紙株式会社納15kV

lxl,000mm2および九州電力株式会社納6kVlxl,200mm2分割

導体電力ケーブルが大サイズ記録品である｡

通信ケーブル関係では,東海道新幹線に大量のケーブルを納入し

たのをはじめ,列車無線トンネル内対策用として開発した漏えい導

波ケーブルほ東京モノレール株式会社羽田モノレール線用として納

入され好成績をあげている｡またヒョウタン形ケーブルの特長を発

展させたヘリカルヒョウタン形ケーブルを市場に送り,自己支持形

ケーブルの決定版との好評を得ている｡

絶縁線関係では,配電線バイパス用ケーブルが特殊付属品ととも

に配電線工事時の無停電活線作業などを臼的として開発され,各電

力会社の要望にこたえている｡

マグネットワイヤ関係としては,国産アスベスト紙の開発により,

耐熱特性はH種として使用できるアスベスト紙絶縁ガラス巻線を製

品化し,高圧の乾式変圧器などの耐熱機器用として期待がもたれて

いる｡

電気用伸銅品関係としては,合成化学部門の活況から電解槽用加

工ブスの需要がきわめて盛んであり,特異なものとしては日本鋼管

鶴見造船所納ローインピーダンス4,500Aスター形ブスバー,昭和

電工川崎工場納電解槽用30,000m皿2アルミブスバーがあげられる｡

工事用機械としては,中田連絡送電線の工事に採用された延線車

第1図 日立電線株式会社日高+二場

の原理を応用した汎用一輪延線車を開発し多導体送電線工事をはじ

め広く愛用されている｡またポリエチレンシースケーブルのシース

接続用に開発された溶着棟ほ海外でも注目されている｡

28.1架空送電線

28.1.1大容量母線用アルミ被鋼心耐熱アルミ合金より線

東京電力株式会社より大容量母線用アルーミ被鋼心耐熱アルミ合金

より線1,510mm2を750m受注納入した｡この電線は外径52mm,

電流容量3,000Aという記録的大サイズのものである｡

最近の電力需要の伸びはいちじるしいものがあり,これにともな

って超高圧変電所の容量もきわめて大きくなっている｡東京電力株

式会社北東京変電所の増強工事に際しても,一相当たり6,000Aに

もおよぶ電流容量の超高圧大容量母線が必要になったが,電線の決

定にあたっては高温加熱試験,通電試験,衝撃試験など半年以上に

わたって種々実験検討をくり返した結果,当社のアルミ被鋼線の性

能と技術が高く評価され今回の納入となったものである｡

この電線はアルミ被鋼線心を使用し,そのまわりに耐熱アルミ合

金線をより合わせたもので,滋高許容粘度は150℃とすぐれた耐熱
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第2図 アルミ被鋼心耐熱アルミ合金より線

1,510皿m2の断面
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第3図 汎用 一輪延線串

性をもつうえに応力分担をも考慮して設計されている｡これを複導

体方式にして超高圧母線むこ使用するものである｡

また付属品の設計にあたっては,引留クランプの最高温度が90℃

をこえないこと,短絡電流50kVAに対しても電線をきずつけない構

造のスペーサであることが要求された｡このため引留クランプの長

さと径を普通のものより大きくしたうえ,放熱器を取り付けて通電

時の温度上昇を低下させるようにした｡放熱器の効果は通電時の温

度上昇に10℃以上の差があることからも明らかであった｡またスペ

ーサには連結部に銅棒を用いた固定式とスプリングを用いた可とう

式との2種類を設計し,前者をスパンの両端に後者をスパンの中央

に取り付けるようにした｡短絡電流通電時と等価の衝撃試験を実施

した結果,前者はなんら永久変形を生ぜず十分な強度をもつことが

わかった｡また後者はスプリングの伸縮によって電線の変位が制御

され,鉄構にかかる異常張力が緩和されることが明らかになった｡

28.1.2
一輪式延線車

さきに行なわれた中国と四国を結ぶ中四連絡送電線の海峡部架線

工事に,当社で新たに開発した一輪式ループ延線辛が使用されて好

評を博したが,この動作原理を応用して汎用一輪延線車を開発し,

東光電気工事株式会社に2台納入した｡

汎用一輪延線車は従来の延操車が電線を巻胴に巻きつけながら,

横すべりさせて両者の間で生ずる摩擦によって所要の延線張力を得

るのに対して,電線をシューチェーソと呼ばれるエンドレスのみぞ

を切ったチェーンにのせて,シューチェーソと巻胴の間の摩擦によ

って所要張力を得るようにしたものである｡このため電線が延線車

の上できずつけられることがなく,しかも延線クランプを取り付け

たまま延線車を通すことができるので延線作業を迅速に行なうこと

ができる｡さらに巻胴径を1.2mと小さくし全体の構造をコンパク

トにして,たて1.6皿,よこ0.9m,高さ1.5m,重量900kgの軽

量形とし,山間へき地でも容易に運搬できるよう考慮されている｡

電線はドラムから繰り出されるとシューチェーンのみぞ中におさ

まって巻胴に巻きつけられながら移動し,所定の延線張力に達した

のちガイドローラを経て外部へ繰り出される｡延線張力は常時

3,000kg,最大5,000kgで延練達度は最大20m/分であり,パソド

ブレーキで速度制御を行なうとともに逆転することもできる｡なお

パソドブレーキと反対側には速度安定器が取り付けられており,ス

ムースな延線を行なうことができる｡電線ほ610mm2ACSRまで

延線可能である｡

汎用一輪延線車は1‡ムミ電力株式会社の第2東京南線,関西電力株

式会社の新加古川線など4導体送電線の架線工事に使用され,従来

評 論 第47巻 第1号

第4図 アルミ被OFケーブルの布設状景

芦b

第5図140kVlxl,500mm20Fケーブル

の延線番でほ望めない正確かつ迅速な延線を行なうことができた｡

今後も高度の技術を必要とする多導体送電線工事や,峻峻な山間の

架線工事に広く使用することが期待されている｡

28.2 電力ケーブル

28.2.10Fケーブル

アルミ被OFケーブルは昨年度の八幡製鉄所への納入に引き続き

東海道新幹線用に70kV3×250mm2および3×200mm2をあわせ

て11,058m,また魂北電力株式会社に60kV3×200mm2を2,400m

と大量に受注納入を行なった｡今回の納入品の特長はアルミ被ケー

ブルが機械的強度にすぐれ,かつ軽量であるということから長条長

のケーブルが布設された点にあり,日本国有鉄道の場合は直埋布設

で600m余,東北電力株式会社の場合ほ管路布設で約503mの最大

布設粂長が採用された｡特に東北電力株式会社のルートには既設ケ

ーブルがはいっていること,人孔の構造および引き入れ方向の制約

を受けること,およびルートの高低差の問題などがあって布設は困

難を予想されたが,前回の布設経験と工事方法の各種改良によって

無事工事を完了することができた｡ケーブル布設後は両者ともに実

負荷通電試験が行なわれ,ケーブル温度上昇,シースひずみ,油流

抵抗などの測定が行なわれ満足すべき結果が得られている｡現在引

き続いて八幡製鉄所より3心および単Jbアルミ被OFケーブルを受

注しており,将来はさらに高電圧大サイズのOFケーブルに対して

もアルミ被の適用が期待されている｡

鉛被OFケーブルとしては,関西電力株式会社堺港一長曽根線

140kV6分割導体1×1,500mm2クロロブレン防食OFケーブル約

4,800mの受注が,超高圧大サイズOFケーブルとして注目に値す

る｡本ケーブルは姫路火力発電所275kVlxl,000mm20Fケーブ
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第6図 定 圧 力 給 油 槽

ル,小円板線140kVlxl,200Inm20Fケーブルなどと並ぷ己録品

である｡このケーブルは500MVAを2回線で送電するため管路通

水強制冷却が計画され,その検討に際し当社の電子計算機も活用さ

れた｡また関西電力株式会社の要請により形式参考試験としてケー

ブルの特殊試験を行ない,ケーブルにねじり,屈曲を加えたときの

轢械的,電気的特性に及ぼす影響あるいは衝撃荷重試験などについ

て貴重なデータが得られた｡

また,滋近の火力発電所新設において発電機容量が増大する傾向

に伴い,これに連結する発電所内超高圧OFケーブルの送電容量も

急激に増加しこの要求を満たすため,OFケーブルの強制水冷につ

いて種々の方式が検討されている｡当社においてもこれらのうちで

最も効率のよい冷却方式として,導体内部絶縁油循環による内部強

制冷却方式について検討を重ねてきたが,その結果循環装置の試作

もはぼ完了し最終的な実験段階にはいっている｡本装置ほ自動制御

系統を完備し,循環による抽の射ヒに対してほ特殊フィルタの使用,

ギヤポンプの改良を加えたものでその実用化に大きな期待が寄せら

れている｡

一方,輸出に目を向けると年々電力ケーブルの進展ほ目ざましい

ものがあり,ここで特筆すべきものにマレーシア連邦の主都クアラ

ルンプール市の主幹線用として納入布設途上にある33kV
OFケー

ブル,およぴシソガポール市に布設｢いの66kVOFケーブルがある｡

33kVOFケーブルは3×0.6sqinおよぴ3×0.2sqin合計約23km

であるが,このはかに本ケーブル系統の制御ケーブル,付属[乱 工

事いっさいを含むものである｡0.6sqinケーブルではOFケーブル

にほまれな扇形導体を使用しており,金属性のスパイラ

ル管油通路を使用しないわが国初のダクトレスケーブル

である点が大きな特長である｡この構造によりケーブル

重量の軽減,油流抵抗の低下が測定でき給油区間を長く

することが可能となった｡納入に先だち電気的,機械的

性能の形式試験が実施されたが無事合格し現在着々と布

譲二⊥事が進められている｡

また,シンガポール市向けケーブルは66kV3×0.45

sqinOFケーブルで,37年に引き続き39年8月に約50

lくmの現地布設二l二審を完了したが,これら過去2回にわ

たる技術がかわれ,新たに約351くmのOFケーブル系統

一式の受注にも成功し鋭意和設ユ∵弔巾である｡

このようにOFケーブルの大量輸出は当社の技術を海

外に問うたものであるとともに,海外進出への人きな足

がかF)i･こなるとみられ今後の輸出に力を添えるものとし

て旺臼されている｡

28.2.2 定圧力給油槽

東京電力株式会社二の橋線に60kV3×325mm20Fケ

ーブル給油用の定圧力給油槽を納入した｡この定圧力給油槽はOF

ケーブル給油田として画期的なもので,従来使用されていた重力油

槽や圧力油槽の適用が田難な布設条件の場合その威力を発揮する｡

今回の定圧力給油槽は-一年余にわたる長期実用試験でその耐久性を

十分検討し設計製作されたものである｡本品は地下変電所内に設置

され常時圧力を1.9～2.1kg/cm2に保ってケーブル油圧を安全な範

岡に保持するとともに異常時には警報を発するようになっている○

その仕様概略は次のとおりである｡

窒素ガス照閉系統方式

制 御 圧 力.範囲

異常時最大圧力

変 化 油 量

高圧ガス室段高圧力

1.9～2.1kg/cm2

2.5kg/cm2

1,200J

lOkg/cm2

28.2.3140kV油申分岐箱

東京電力株式会社川崎大師線に140kVlx800mm20Fケーブル

用油申分肢箱を納入布設を完了した｡この分陵箱はケーブルのT形

接続に使用されるものでタンク内に3本の渦中終端箱をそう入し,

それらを油中で接続する構造となっている｡

この種高電圧大容量ケーブルのT形接続は世界的にもほとんど例

をみないもので,その構造の決定にあたっては慎重な検討が行なわ

れた｡万一の爆発事故に備えて放出弁を設け,放出した油はガイド

管を通って屋外の貯油槽に導かれるようになっており,火災事故の

絶滅を期している｡

2臥2.4 プチルゴムケーブル

プチルゴムケーブルはそのすぐれた耐熱性,可とう性と容易な取

り扱い性により,ここ数年来30kV以下の各種電力用ケーブルの主

流をなしてきた｡また固定配線用などでほ架橋ポリエチレンの開発

により一部代替えされつつあるが,なおゴム特有の種々の特長によ

り引き続き多くの需要を満たしている｡電圧的にも60kV級に達し

大1デイズケーブルではそのすぐれた信煩性により主流をなし,可と

う性を必要とする特殊ケーブルではもちろん多く用いられている｡

世紀の脚光を浴びた東海道新幹線には多くのプチルゴム絶縁の電

力ケーブルが使用された｡特に線路の区分ごとに設けられた吸上変

圧器と,架線の結線用に使用された30kV500皿m2共心プチルゴ

ムケーブルは,対地30kVで相聞電圧換算では約52kVとなり恒久

使用のプチルゴム絶縁ケーブルとしては記録的なもので,サイズに

おいても500mm2の共心で仕上がiフ外径100mm以上である｡この

ケーブルは通信回線に対する誘導障害を防止するため,線路帰還電

第7図140kV油申分岐箱
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第9図 COl{Ⅴ移動用プチルゴム電力ケーブル

第10図 ケーブル折り返し巻付け2重回転ドラムの使用状況

流を吸い上げ大地への漏れ電流を少なくする変圧器に接続するた

め,500mm2の内部導体上に6kVのプチルゴム絶縁を施し,その

上に同軸状に500mm2の外部導体を設け,さらに18mmのプチル

ゴムを被覆した特殊構造である｡

このほか新幹線電申用としてパンタグラフとさ三変圧器間をつなぐ

30kVlxlOOmm2プチルゴム電力ケーブルおよびケーブルヘッド

などを製作納入しているtノ

電力供給ほますます奔帥三亡電化の要与壬が強くなる一方災害,事故時

の応急用の移動ケーブルの′.一宗要も急増した｡さきの新潟地震の際に

は移動用ケーブルが大活躍し,あらためてその有用性が認識された｡

70kV,60kV移動用ケーブルとしてはすでに架橋ポリエチレン絶縁

のケーブルを関西電力株式会社,東北電力株式会社に納入したが,

プチルゴム絶縁による移動ケ･-ブルとして従来の最高電圧30kVを

更新して,60kVlxlOOmm2移動ケーブル60mx3条と付属品一

式を北海道電力株式会社に納入した｡北海道では冬期低温から架橋

ポリエチレンでは硬直するため,可とう性にすぐれたプチルゴムが

採用されたもので,特殊配合の高電圧用プチルゴム絶縁体18mm

を被覆し仕.__L二がり外径60mmである｡ケーブルの両端にはプチル

ゴムのコンデンサ形モールドケーブルヘッドをもち,さきに関西電

力株式会社へわが国ではじめて当社が開発納入し,好評を得た2重

回転式特殊ドラムに巻きつけ収納したものである｡このドラムは従

来ケーブル延線,巻取時に必要としたジャッキ,シャフトが不要で

使用場所で直ちに容易にケーブルの引き出し,巻き戻しができる方

式で,ケーブルヘッドを任意の位置に休持収納できる｡ブラケット

など付属甫■1式を装着するとともに,内部保護用の小割板にかわっ

て着脱容易な分割式保護カバーをもっている｡

なお,従来より使用されてきた30kV～6kVの移動ケーブルにつ

いても,取り扱い性向上の要点となるドラムについて種々の新規な

アイデアが凍り込まれ,九州電力韓式会社,中部電力株式会社,東北

評 論 第47巻 第1号

第11図 30kV500mm2共心プチルゴムケーブルヘッド

第12図 6kV扇形導体架橋ポリエチレン電力ケーブル

電力株式会社などに多くの移動用ケーブルが納入されている｡掛こ

従来方式のドラムではケーブルの巻き残し通電は不可であったが,

ケーブルをドラム胴上で折り返し巻き付けすることにより,リアク

タンスを低減し巻き付け通電を可能とし,さらに両端末を任意条長

だけ任意方向に引き出し可能としたドラムは,ケーブルの使用区間

が不定な移動ケーブル用としては最適であるという好評を得てい

る｡弟10図は折り返し巻き付け方式と2重回転方式を併用した6

kVlx200mm2移動用ケーブル25mx3条併列巻ドラムの使用状

況である｡これら特殊ドラムは今後の移動ケーブルの方向を示すも

のとして技｢1されている｡

大サイズケーブルとしてほ昨年に引き続き,火力発電所所内電力

用母線として4kVlxl,000mm2分割導体プチルゴム絶縁アルミ被

ケーブル約6,500mを東京電力株式会社株須賀および五井火力発電

所に納入した｡また神奈川県企業庁城LU発電所より210mの立坑を

含めた約330mのルートに24粂,発電機主幹ケーブルとして20kV

lxl,000mm2分割導体プチルゴム絶縁一重アルミ合金線がい装電

力ケーブル約8,000mを受注製作中で,高圧,大サイズ,単心立坑

ケーブルとして注目されている｡

28･2･5 30kV50コmm2共心プチルゴムケーブルヘッド

日本国有鉄道より新幹線吸上変圧器用ケーブルとして30kV500

mm2共心プチルゴム電力ケーブルを受注し,そのケーブルヘッド

を製作納入した｡ケーブルヘッドはがい管2段重ねの構造であり,

上部がい管は6号,下部がい管は30号の絶縁階級である｡内部導体

はケーブルヘッド先端から引き出され,外部導体は中央のがい管接

続部から引き出される｡速へい端末部の絶縁補強は遮へい形補強が

採用され,保証性能としてはAC耐電圧70kV,衝撃耐電圧280kV

以上である｡

28.2.る 架橋ポリエチレンケーブル

本ケーブルはプチルゴムケーブルと同等の熱的特性をもち,さら

に外径,重量の面でも有利であり電気的,撥械的,化学的特性も安

定しているので一般地中ケーブルや,鉱山用ケーブルとして大量に
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第14国 防じん形トlコリバスダクト

使用されるようになり昨年に引き続いで了宗要は激哨の似向をたどっ

ている｡この需要に対処して多くの新鋭機を稼動;洋入しf【三産能力を

倍加し,製造方式の改善と特性向上のための研究の成果として,高

電圧,大容量化へとその適用範粥を拡人し,多くの新製l札 記録品

を開発した｡

高電圧ケーブルとしては,さきに関内電力株式会社へ納入した70

kVlOOmm2移動用ケーブルに引き続き,東+ヒ電力株式会社新潟支

店に60kVlx80mm2移動用架橋ポリェチレソ電力ケーブル30m

X3条はか付属l与i事l一式を納入した｢)60一～70kV鞭ケーブルはこの種

移動用ばかりでなく同定回線用のケーブルとしても十分模糊可能で

あり,実員荷実験などの検討を紡げ実川化に肺えている｡

大容量ケーブルとしては,王丁製紙株式会社に15lくVlxl,000

mm2分湖噂体屯カケー1ブル1,560mを‾l二場一椚謂配電線川に納入し

た｡このような火サイズケーブルでほ製造上多くの困難をfFうが,

新常設肺を活用して光成した(こ,さ仁)iこ九州1芯ノ‾J株式会社にほ6kV

lxl,200mm2分捌導体`電力ラ‾-プルむノ′ヒJ郎内入し,サイズ的一言己録を

更新した｡

そのはか特殊ケーブルとしては,6kV3×150111m2扇形導体架橋

ポリエチレン電力ケーブルを完成し,瀕乙在東京電力株式祭礼で実川

試験中である｡これはケーブル断面の占杭ヰミを良くしケーブ/し外径

を縮小するため,扇形導体上にr■‾-8じ厚さに架橋ポリエチレンを被覆

してよF)合わせたもので,従来この種ケーブルほポリエチレンまた

はどニル絶縁で実用化されていたが,架桁ポリエチレンでは製法上,

技術的困難があF)その例がなく,乍P_Ⅰ初めて製l抗イヒされたものであ

る｡すでに10kV級のふて作も完了し管l勺にイl了一茂する場合など一般l-■j

形導体ケーブルよF)も施設空キを軽減できるので今後の′ぷ要が娼j持さ

れる｡

また架橋ポリエチレンケーブルは津油シースとしてどニルシース

を用いているが,化′了∵丁場,オf仙‾｢場などでは耐薬■-■1!I,耐水,耐溶

剤性などのノ烹よりポリエチレンシースが用いられる｡しかしこの場

合ポリエチレンは可燃性であるため,この欠点を改出した難燃性ポ
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第15亡夫1ヘリカルヒョウタン形ケー1ナ′レ

リェチレソを開発し,川崎製鉄株式会礼 九う年石油株式会社に3kV

3×250mll12を約めとする架橋ポリエチレン絶縁難燃性ポリエチ

レンシース電ノブケーブル7,660mを納入した｡

一プ/でほ11.kV3×50111n↑2＋1×8mm2架橋ポリエチレン絶縁ビ

ニルシースう1′二坑1‾l二】ケーブルを二÷菱鉱貰株式会社高.1二稚く業所に納入布

設した∩ このケーブルは915mの超長八1■/二坑にケーブル条艮960m

l粂で布設されたもので,わが剛夜長であるばかりでなく世界的に

も餅例の少ないものである｡従来の兼坑ケーブルではこの程度の電

托,サイズでは一項鉄線がい装で約300mが限度であF),さらに長

Jlでは二屯鉄線がい装とするが,この場合でも鉄線屯量が大半を占

め従来最良のものでも600m得度であった｡これに対し今｢-1のケー

ブルは高抗張力の鋼線を用いて一砥がい装とし,長尺一両がい装の

場合に問題となるケーブルのよじれを,がい装方法,よじれ防止の

押えなどにより解決したが,架橋ポリエチレンのすぐれた電気矧生

はケーブル線心をより細くし,ケーブル重量の軽減,坑底よりのケ

ーブルつり上げ布設の実現に大きく貢献した｡

28.2.7 ポリエチレンケーブル

ポリエチレンは経済的な固体絶縁材料としてすぐれた電気特性を

有し,各種ケーブルに大量に使用されている｡38年の11kV鋼帯が

い装ポリエチレン電力ケーブルに引き続き,西パキスタン向けに11

kV3×0.1in2ほか,アルミ導体ヒョウタン形架空ポリエチレン電力

ケーブル11kmの大量輸出を行なった｡本ケーブルはきわめて軽量

で取り扱いが簡単となっている｡このはかメキシコ向けとしても

1kVlx750MCMほか,ポリェテレソケーブルを224km(448ドラ

ム)の大量輸出を行なった∩ さらに特殊ケーブルとして∩木原子力

研究所および∩ン†くコンデンサーニL菜株式会社に,両統60lくⅤ衝撃大

指流発牛装汀仁川]ポリエチレソ絶縁同軸ケーブルはか,多数のこの種

同軸ケーブルのlプil発製造を行ない納入した｡

28.2.8 防じん形トロリバスダクト

クレーン,ホイストの給電線には従来がい子引き裸トロリ線を使

用してきたが,叔近これに代わって感電防止の安全性が大きく,美

観,Ji有由桁の縮小などの利点があるトロリバスダクトの使用が増

大してきたっ しかし普通のトロリバスダクトではじんあいが多く湿

度が高い環境では絶縁低下,蝦乍琵小良を起こすおそれがあるため長

期間性能が低‾卜せず,･附､▲デが容易である防じん形トロリバスダクト

を開発した｡

構造は従火のトロリノミスダクトの下了耶;ヨロ部に,弾性を有するゴ

ムシートを取付け開口部を閉鎖し,集電子に舟形のガイドを設けて

クレーン,ホイストに連結した集電子が移動する際にゴムシートを

州し広げ,移動後ほ速やかに閃l-Ⅰ部を閉鎖しトロリバスダクト内部

へのじんあいの位入を防ぎ,絶縁劣化,汚損を防止するものであ

る｡舞14図ほ三I三千製紙株式会社粁小牧‾1二場に納入した防じん形ト

ロリバスダクトを示したものである｡
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第16図 漏えい導披ケ ー ブル
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第17図 200n UHF-TV フィーダの断面

28.3 通信ケーブル

28.3.1ヘリカルヒョウタン形ケーブル

わが国で初めてとこJウタン形ケーブルを製品化し,さらにこれを

改良したハンガー形およびスリットヒョウタン形ケーブルを実用化

しているが,今回こjtらの特長を発展させたヘリカルヒョウタン形

ケーブルを開発した｡

従来のヒョウタン形ケーブルも多くのすぐれた特長をもっている

が,強風崎の振動対策として架設時に捻回する必要があった｡ヘリ

カルヒョウタン形ケーブノしほ製造時につり線にケーブル部がら旋状

に巻き付けられ,両者のシースが間欠的に連結されているもので,

このため架設時に捻回する必要がなく,架設時および慣斜地でもよ

り合わせピッチがずれず,さらに8字取り延線作業やケーブルのつ

り線作業が容易であるなど,施工および保守上多くの利点がある｡

ヘリカルヒョウタン形ケーブルは強風地域用の自己支持形ケーブル

の決定版と考えられるものであり,実用化以来各電力会社および多

くの顧客を得て需要は急速に伸びている｡

28.3.2 漏えい導波ケーブル

凍京モノレール株式会社羽附モノレール線の列車無線l､ソネル対

策用として,非共振スロットアレイ形同軸ケーブルを開発納入した｡

このケーブ′しは電波を伝送しながらその一部を外部に放射するもの

で,海老収川および羽田空港駅の二つのトンネルに使用された｡

ケーブルの性能には2穐あって,使用周波数375Mcにおけるケ

ーブル減衰量30dB/km以下,結合おi失(ケーブル,アンテナ間の間

隔60cm)平均75dB以下のものと,減衰量33dB/km以下,結合損

失時間率95%以上が80dB以‾卜(平均値では65～70dB)のものが

製作され,給電部からの距離に応じて使い分けられた｡いずれも要

求性能に対して十分満足すべき性能を示した｡また海岸地帯に布設

されるので,塩害などによる性能劣化について検討した結果では実

用上問題のない程度であることが確かめられた｡

28.3.3 200n UHF一丁Vフィーダ

UHF-TV中継方式の発展による需要に備えて,TVアンテナと

TVコンバータとを結ぶ200JIUHF-TV受信用フィーダを製品化

した｡

これは新たな電波技術審議会の推奨基準に適合するもので,すで

に開発,市販してきた300QUHF-TVフィーダをさらに小形化した

ものである｡構造は舞17図に示すように軟鋼より線の導体を発泡

ポリエチレンで絶縁して平行に並べ,これに栗色ポリエチレンの耐

候性ジャケットを施したものである｡性能は特性インピーダンス

200凸,乾燥状態の減衰量UHF帯700Mcにおいて約14dB/100m,

VHF帯200Mcにおいて約6.8dB/100mであり,耐候性,耐塩害

性ともに従来の300∫ユフィーダと変わらない｡
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第18図 ポリ ェチ レ ソ溶着工具

今後,各地にUHF-TVサテライト局が増設されテレビサービス

エリアが拡充されるに当たり,大きく寄与するものと注目されて

いる｡

28.3,4 発泡ポリエチレン絶縁アルミシース同軸ケーブル

誘電特性のすぐれた発泡ポリエチレンで絶縁され,押出法による

アルミシースを施した低損失の同軸ケーブルである｡本ケーブルは

長尺品(200～500皿)の製造が可能で性能,生産性ともにすぐれたケ

ーブルである｡

アメリカにおいてはTV共同聴取システムのフィーダとして,特

性インピーダンス75nのものが標準化されており,わが国でも

TVサテライト局用フィーダに使用されたり,低損失同軸ケーブル

として日本電信電話公社で仕様化されて国内船舶無線に用いられて

いる｡

公称寸法0.75inのものに例をとれば,400Mcにおける減衰量4.5

dB/100m,Ⅴ.S.W.Rl.3以下,波長短縮率81タgとすぐれたもので

あるほか,軽量(12～18kg/km)で曲げ半径が外径の約10倍まで許

容できる,充実絶縁および押出アルミシースのため水密性が良い,

特別な機械的保護層が不要であるなど多くの特長をもっている｡

同系ケーブルはラジオ中国府中サテライト局に納入された｡

28.3.5 ポリエチレンシースの接続方法

ポリエチレンシースの接続方法は種々考案されているが,日立電

線ではポリエチレンシースを溶着接続する方法を開発した｡ポリエ

チレンシースの接続は従来ポリエチレン以外の材料(鉛管や粘着プ

ラスチックテープなど)で行なわれていたために,その接続部の構

造は水劉生や轢械的な強度をもたせるために,相当に複雑となりそ

の改善が大きな課題であった｡当社が開発した接続方法は,ポリエ

チレンの押出し機構を小形化したもので熱源としてプロパンガスを

使用し,携帯に便利な構造としたポリエチレン溶着機で接続するも

のである｡第18図はそれに用いられるコニ具を示している｡

本法は需要家から好評を博し広く市場に出ているが,特に東京電

力株式会社では,その作業性および接続部の信頼性を高く評価し,

通信ケーブルの標準工法に採用され各種通信ケーブルの接続に使用

されている｡

28.4 絶 縁 電 線

28.4.1配電線バイパス用ケーブル

最近の電力供給では,停電の絶滅,停電時間の減少が強く要望さ

れている｡配電線工事時の無停電括線作業バイパス用,事故災害時

の応急対策用などに用いることを目的として,特に取り扱いが簡便

容易で迅速安全な作業が行なえるような特殊構造のケーブルおよび

付属品を開発した｡

使用電圧は100V,200V低圧配電線に用いる600V用と,3kV,

6kV高圧配電線に用いる6kV用があり,導体サイズは架空配電線

ー242
【

l



電 線, ケ ブ ル お よ び 伸 銅 品

第19図 低圧用バイパス電線および付属砧

の送電容量,ケーブルの取F)扱い性から22mll12,14Ⅰ℃m2などが採

用されている｡これらの特長は,

(1)長区間使用時のケーブル相互間の中間接続,活線接続工具

への接続を迅速確実に行なえるようプラグイン方式を採用

し,空中架設を考慮した耐張力形としており,電柱間架線

用の特殊引留金具も付属していること｡

(2)結線へのつなぎ込み,切り離しが安全容易にできるよう,

締付け用握りをまわすことにより,頭部接触部で裸線をク

ランプできる活線接続工具を付属していること｡

(3)この種ケーブルは応急時の迅速性が重要祝されるため,低

圧用でほ特殊構造の車輪を使用して移動延線可能なリール

としたこと｡(特許実用新案出願中)

また高圧用でほドラムの積み卸しが容易で杭載のまま移

動延線できるリヤカー状特殊台車を開発したこと｡(特許

実用新案矧碑中)

などである｡

600V用は関西電力株式会商に特殊可とう性架橋ポリエチレン電

線50mx3条その他付属占】'11式30セットを納入した｡弟】9図に

セ1ットの構成内容を示す｡

6kV用として可とう性,耐寒性を重視した場合はプチルゴム絶縁

のものを軽量,機械的強度に重点をおいた場合には架橋ポリエチレ

ン絶縁クロロプレソシースケーブルを用途により選択できるように

した｡この種ケーブルは北陸電力株プ℃会社,北海道電力株式会社そ

のほか,各方面に納入している｡

28.4.2 特殊耐熱ビニル

ー般ビニルの耐熱ノ芭化性を改善した耐熱ビニルが,一般ビニルの

導体許容温度である60℃以上で広範臼別こ使用されているが,短絡時

など過竜流が流れると,さ導体の｢1重による熱変形が問題になる｡葬さモ

軟化は塩化ビニルの祈命であるが,特殊な樹脂ならびに可塑剤の添

加により,耐熱老化性にすぐれかつ熱変形特性の良好な特殊耐熱ビ

ニルの開発に成功した｡

導体許容温度は22mm2以下は105℃30mm2以上は80℃まで使

用可能であり,短絡時の導体温度は合成ゴムと同じく230℃まで許

容できる｡安価な点から600V級では合成ゴム絶縁電線に代わるも

のとして期待される｡

28.4.3 車両用ジャンパー線

車両間をつなぐジャンパー線には従来おもに19心ジャンパー線

が使われてきたが,制御[日t路の増大に伴い4～5粂をまとめて用い

られるようになってきた｡

この回路を1本の多心ジャンパー線に集約するには外径が太くな

り,屈曲,ねじれなどの問題から困難とされていたが,ぎ装方法,

振動,横ぶれ,ケーブルねじれなどについて検討し,58心特殊複合

第20図 高圧用バイパスケーブルおよび付属品
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第21図 アスベスト紙巻2∃三ガラス巻線

ジャンパー線,56心特殊ジャンパー線,42心ジャンパー線などを開

発した｡

58心特殊複合ジャンパー線は外径50mmにおよぷものであるが,

日本国有鉄道のご指導のもとに走行中のジャンパー線のねじれ,偏

位などを測定したデータより特殊寿命試験機によって開発したもの

であり,継続して検討を萌ねている｡

28.4.4 防衛庁規格に採用されたハイミックス電線

ハイミックス電線の防衛庁規格化については,防衛叶および`電線

工業会が主体となり各電線メーカー出席のもとに,種々審議が行な

われたが7月正式に防衛庁の規格として採用された｡

規格内容はJCS第284号船用無機絶縁ケーブルと大略同じである

が,防衛庁の要請により試験内容は若二l二変更されている｡今回の規

格化はそのすぐれた特性が認識されたものであり,今後艦船用をは

じめ陸上部門においても需要増大が見込まれている｡

28.5 マグネットワイヤ

28.5.】アスベスト紙絶縁ガラス巻線

この電線ほ導体上にアスベストテープを2～3枚巻き,その上をガ

ラス糸で2亜に横巻きし,耐熱塗料でおさえる構造のものでいずれ

の絶縁材料も耐熱性のものを使用しているため耐熱性に`岳むもので

あるが,アスベストテープが輸入ん川魚訂.名クインテラー紙)のため

高価なこと,製造日数が長くかかることなどの火ノよがあった｡この

ため当社では国内のアスベストメーカーと協ノJして輸入ハrt.にl些敵す

るアスベスト紙を開発する一プノ,ガラス糸の故山ニーゴよび塗料の焼付

け条件など製造条件の確立によi),唱気特件にもすぐオし従来の輸入

アスベスト紙巻ガラス巻線と変わらない耐熱性を心し,かつノ～川作手

性,機械的強度の良好なマグネットワイヤを開発した〔〕H種(180

℃)に使用でき特に高圧の乾式変圧器などの耐熱株掛こ殻適である｡

28.5.2 アルマイト線

アルマイト線は高導電率のアルミニュウム線を,特殊な方法で表

面酸化させて絶縁したものである｡

最近は枚器を小形軽量化する傾向にあf),これらを満足させるた

めには皮膜厚を薄くし,電線の耐熱性を向上させ,材料の軽いもの

を使用しなければならない｡このアルマイト線はこれらの要望に応

えて開発されたもので,耐熱性はC種(180℃以上)以上であり特に

250℃以上で使用する場合,銅噂体には酸化を防止するため銀メッ

キやニッケルメッキ,ニッケルクラッドなどの必要があるが,アル

マイトの場合は温度に関係なく,これらの処矧よ小変である｡また

皮膜が蒔いにもかかわらず機械的に強く熱軟化性が良い｡導電率は

-243-
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第23図 アルミブスバーの布設状況

61%であるが比重が銅に比べて1/3であるため,機器の軽量化に有

利である｡今回は特に九線について開発したが,jlえ角線についても

引き続き検討中である｡

28.る 伸 銅 品

28.d.1スクープスパー

造船所などの低旺大電流J二‡線として,大容量低インピーダンスブ

スノミーの開発が要望されている｡当社は弟22図に示すような構造

のブスバーを開発した｡このブスノミーは母線相互の距離を幾何学的

に合理的に縮小し,インピーダンスの低減化を因っており,経済的

でかつ布設が簡単で場所をとらず,分岐椒り出しが容易であるなど

種々の利ノエを有するものである｡

今担=]本鋼管株式会社鶴見造船所へ,第2脹装船台の桁抜放用電

源の主付線として,木偶造のブスバーを納入しすでに実用されてい

るが非常に好成績をおさめている｡

今後も溶接機電源のように比較的低電圧で,大電流を必要とする

用途の母線として広く使用されることが期待される｡

28.る.2 アルミブスパー

鼓近,化学⊥場の電解楢設臓の大形化に伴い,さらに大福流の供

給が要求される傾向にある｡このためブスバーの大容量化が余儀

諦 論 第47巻 第1号

第24図 400mll12モノ レール用レールボソド

(紆√屯レーールに似り付けらjLた状態)

射水

スペl･サがい+
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第22閃 スターブスバーの桶i

設構造

なくされ,設仙望帥忘減の一環としてアルミブスバーが採用されつつ

ある｡

当社ほ仰朴電_Lfl式台祉J仰存l二場のソーダ電解鮒Hをはじめ,各

力面の化学_1二拗ヘアルミブスバーを納入し好評を得ている｡

一力7E′i-E公祉開脚こおても,電話局内配電田線には従来銅ブスバ

ーが佐川されていたが,前橋第2電話ノ.j)にアルミブスバーを設備し

たのを手始めとして,その後の電話たろ鯉設計両においてはアルミブ

スバーが採口ほれる光速にあー),詫要の拡大が予想されている｡

28.d.3 モノレール用レールボンド

新しい交通機関として～亡1‾】されている羽=線モノレールに,レー

ルポンド500本を製作納人した､Jこのレールポンドほ給電レールの

伸縮300mmに耐えるよう,披形加__1二の編組線を導体とした｡また継

【‾‾1の長いレールに支障なく取り付けできるよう標準長さ1,620mm,

素量人仲良時1,920mmの長ノ⊥ん'1で,通電容量からも400mm2という

記録的人形レールポンドである｡

ポンド端丁ほ溶接による取り付けを容錫にするため鉄端子形を採

川し,運転時の障矧軌ヒのためカバーを付けた｡ カバーには耐食

塗料を施し侃亡-､1二点検が簡榊こできるような組立(脱着容易)構造と

した｡

(昭和38年11∫1～39年10月)

昭和39年度における日立電線株式会社の社タト寄稿の成果
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